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要　 旨
　ブ ロニスワフ ・ピウスツキ(1866-1918)は、北東アジア先住民研究の草分けのひとりである。
日本の新聞が報 じたピウスツキ関係記事は12件が確認されている。本稿はそのすべてを忠実に翻
刻 ・収録する。
　「記事1～4」 は、ピウスツキらが行った1903年の北海道アイヌ調査にかかわり、「記事5～9」
は、彼が1906年にヨーロッパへ戻る途上で、日本に7ヵ 月余 り滞在した際の報道である。
　本誌92号に掲載される 「記事10～12」はピウスツキ没後の報道。彼が1905年にサハリンを去る
とき島に留まることを余儀な くされた、未亡人と遺児をめ ぐる物語である。
　ポーランド人ジャーナリス トのヤンタ=ポウチンスキ とピスコルは、ブ ロニスワフの実弟であ
るユゼフ ・ピウスツキ元帥の指示で、日本領 「南樺太」における 「遺族」の探索を計画したと報
じられている。前者は1934年に遺族 と首尾よく会えたが、後者の方は1939年に相次いで出来した
政治的 ・軍事的大事件に妨げられて、計画は実現しなかったらしい。
キー ワー ド　 ブロニスワフ ・ピウスツキ、日本滞在、新聞報道、伝記資料
解　説
　ブ ロニスワフ ・ピウスツキ(Bronislaw　Pilsudski、1866　1918)は、 リトワニア生まれの優
れた民族学者である。ロシア皇帝暗殺未遂事件に連座 してサハ リン島へ流刑 とな り、少壮期の
19年をロシア領極東で過ごすことを強いられた。その間、北東アジア先住民研究に従事して、
この分野では先駆的な研究成果を残したが、ヨーロッパ帰還後も不遇で、膨大な成果の整理 ・
公刊を果たすことな く、第1次 大戦下のパ リで客死した。
　ピ ウスツキの学術遺産に新たな光が照射される契機 となったのは、1979年春の札幌における
「ピウスツキ業績復元評価委員会」1')の発足である。同委員会は、ポーラン ドで発見 されたピウ
スツキ採録の録音蝋管を 日本に借 り出し、最先端の科学技術を駆使 して録音音声を再生する事
業を進める とともに、散逸 した研究業績を博捜 して然るべ く評価 し、併せてピウスツキの伝
記資料 も収集 した。その成果は1985年に札幌で開かれた第1回 ピウスツキ国際シンポジウム)
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で報告 され た。 その後 、1991年には第2回 シンポ ジウムがサハ リンのユジ ノ ・サハ リンス ク)、
第3回 は1999年にポーラ ン ドの クラ クフ とザ コパネ)と 、いずれ もピウス ツキ所縁 の町で開催
されてい る。
　ピ ウス ツキが残 した既刊 ・未刊の研究業績は、研究の場が国際化す る過 程で形成 されたネ ッ
トワークの なかで全貌 がほぼ究明 されて、『ブロニスワフ ・ピウスツキ著作集』vn)としてム トン ・
デ ・グロイター社 か ら刊行 中であ る。 ピウス ツキが収集 した民族資料 の図録皿)も既 に上梓 され、
さらには ピウスツキ研究 に特 化 した逐次刊行物X)まで も発行 されてい る。か くて 「委 員会」が
掲げた諸課題は、概 ね達成 された とい えよ う。
　残 された課題は評伝の執筆であ る。 ピウス ツキは、数奇な運命に弄ばれて世界の各地を転 々
と遍歴 し、地球一周 を 「ほ ぼ」x)果た した旅人 であ った。彼 の生涯 は、幼 少年 時代の 「リ トワ
ニア期」(1866-1885)、逮捕 ・流刑で中断 された短 期遊学の 「ペテル ブル グ期」(1885-1887)、
徒刑 囚 として過 ごした 「サ ハ リン期(1)」(1887-1899)、博物館勤務 の 「ウラヂ ヴ ォス トク
期」(1899-1902)、研究者 として滞在 した 「サハ リン期(2)」(1902-1906)、欧州帰還 を果
た して以 降の 「ヨーロ ッパ期」(1906-1918)の6時期 に区分 され る。当然至極 なが ら、 彼の
全生涯を対象 とす る評伝を欄筆 しえた者はまだいないx1)。そ こで、澤 田和彦埼玉大学教授 と私
は2007年、 日本学術振興会か ら科学研究費補助金を得て、かか る評伝 を執筆す る国際共同研究
プロジェク ト)に 着手 した。 各時期の専門家全15名か らな る国際的執筆陣は 目下執筆活動 に遮
進中、『ブロニス ワフ ・ピウス ツキ評伝』 は2010年5月に上梓 され る予定で ある。
　 ピウスツキは 「サハ リン期(2)」 に当た る1902年か ら1906年にかけて、 日本 を4度 訪 れた
こ とが判 明してい る)。 初来 日は1902年、サハ リンのマ ウカ(真 岡、現ホルムス ク)か らデ ン
ビー商会の漁船 に便乗 して函館に来航、8月6日 か ら30日(露暦)ま で滞在 した 　)。1903年
の第2回 来 日で は、6月20日か ら9月24日(露 暦)に かけて北海道 に滞在 し、 ロシア帝室地理
協会が ヴァツワフ ・シェロシェフスキのために組織 した北海道ア イヌ調査に、ア イヌ語 ・ア イ
ヌ文化の専門家 として参加 した。 この折は、彼が ロシア語を手解 きした樺太(対 雁)ア イヌの
千徳太郎治が 日本語通訳 として 同伴 してい るxv')。第3回 は 日露戦争直後の1905年9月か ら11月
にかけて、 日本軍 占領下の南樺太を経て神戸に至 る駆け足の旅であ った。樺太では東海岸相浜
を訪ねて妻のチ ュフサ ンマや長男助造xv皿)と会い、妻子を連れての帰国を試み るも、妻の叔父パ
フンケア イヌの峻拒に遭 って断念す る。神戸ではニ コライ ・ラ ッセルの事務所を手伝 った。第
4回の来 日は1905年12月後半か ら翌年8月3日 まで、7ヵ 月余 りの長逗 留 とな る。 ピウスツキ
は当初、1906年3月には ヨー1コッパへ 向け離 日して リトワニアへ戻 る計画だ った よ うだが 矧11)、
東京では6ヵ.月、長 崎に も1ヵ,月弱滞在 した。7月30日、大北汽船の 「ダ コタ号」 に乗船 して
長崎 を出発 したピ ウス ツキは、神 戸を経 由 して横浜 に寄港(8月2日)、 翌3日 に同港 を発 っ
て シア トルへ 向か った。
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　本稿に収録される新聞記事は、12件中9件 が 「サハリン期(2)」の来 日にかかわるが、 日
本におけるヒウスツキの動静が 日付を伴って提示されている。具体的には 「記事1～4」 が第
2回の来 日、「記事5～9」 は第4回 の来 日に関係する報道である。「記事1」 と 「記事3～4」
は変哲もない乗船者名簿に過ぎぬ とはいえ、ピウスツキが 「所与の時に所与の場所」にいたこ
とを立証する、伝記情報 としては珠玉の歴史資料にほかならない。加えて 「記事2」 では、シェ
ロシェフスキらが平取で撮影した映写フィルムの内容刈x)にまで言及している。最後の来 日では、
ピウスツキが既に北東アジア先住民研究者 として遇 され(「記事5～7」)、真摯なジャパノロ
ジス トとしても面 目躍如である(「記事8～9」)。
　ピ ウスツキがパ リで客死 して半年後の1918年11月11日、亡国ポーランドは悲願の国家再興を
果た し、独立運動の立役者であった実弟のユゼフ ・ピウスツキが、共和国初代元帥 として国家
首席に就任する。「記事ll」とその種本である能仲文夫著r北 蝦夷秘聞』によると、ピ ウスツ
キ元帥は 「十年前」(即ち1924年)、樺太に在住する 「兄の遺族」の探索をパテク初代駐 日ポー
ランド全権公使に命じたが、不首尾に終わった とある。その後10年の空白が何を意味するかは
不詳ながら、ヤンタ=ポウチンスキは1934年1月、南樺太東海岸の白浜においてブロニスワフ ・
ピウスツキの遺族を 「発見」したのである(「記事10～11」)。
　 「記事12」は、頗る興味深い内容ながら辻褄の合わぬ事柄も散見され、当初は捏造記事では
ないか とも疑って収録を躊躇した。しかし、ピスコル とい う人物を調べてい くと、筋金入 りの
愛国者で辣腕のジャーナ リス ト、 しかも日本で下獄 した最初のポーラン ド人であった事実さえ
判明した。事実関係に関する管見は、記事篇の脚注に記したからここでは繰 り返さぬが、1939
年5月 以降相次いで出来したノモンハン事件、独ソ不可侵条約、第2次 世界大戦の渦中に身を
投 じたピスコルには、ブ ロニスワフの遺族を訪ねて南樺太へ赴 く余裕な ど、到底あ りえなかっ
たであろう。
　評伝執筆に際しての新聞報道の重要性は、改めて力説しておきたい。 日本におけるジャーナ
リズムの草創期に端な くも際会したピ ウスツキの訪 日は、9件)の 報道記事を産出した。しか
しながら、記事の内容を鵜呑みにすることは差 し控えねばならない。まず、取材者の(と りわ
け外国の固有名詞をめ ぐる)聴 き違 え、誤解、勉強不足な どが指摘されるが、本稿では必要不
可欠の案件に限って脚注を施した。次に、ピウスツキ本人の個人情報に関して、既知の事実 と
は背馳する記載も散見される。それは 「記事10～12」において顕著であるが、殆 どは種本に想
定されるr北蝦夷秘聞』にまで遡及する情報であるから、原則 として不問に付した。なお、新
聞記事の転載に際しては、「原文のまま」を極力心がけた。
　最後に、新聞記事12件のすべてについて、私が第1発 見者ではないことを明記しておきたい。
本稿を草するに当た り、河野本道、澤田和彦、山岸嵩の3氏 からは記事に関する情報を(一 部
についてはそのプリントコピーまでも)賜 った。特に御芳名を記してお礼申し上げる次第であ
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る。また、編集中 ・編集済みの記事稿に 目を通して、貴重なコメントを寄せて くださった井上
久仁子、澤田和彦、柚木かお りの各氏にも感謝申し上げたい。 とはいえ、あらゆる暇疵への責
任は偏に私が個人 として負 うべきものである。
??、、?
??
?
皿
??
V
???
本稿は紙幅制限のため、本誌91号と92号に分割 して掲載 され る。
Committee　for　Restoration　and　Assessment　of　B.　Pilsudski's　Life　and　Work.但し、同委
員会の正式名称は、頭文字 を連ね た略称 の(英 語 で 「サ イコロ博 打」 も意味す る)CRAP
であ った。あ る春の宵、北大文学部附属北方文化研究施設の黒 田信一郎助教授 と井上紘一
助手 の問で交わ され た酒席での 「密談」 が、その濫膓 だ ったか らであ る。CRAPは やが
て文理融 合型の国際的学 際研 究組織へ と発展 して、1981年以降は、頭 にInternationalを
冠 してICRAPを 名乗 った。
1983年7月札幌に到着 した ビウス ツキ蝋管の音声再生作業は、北大応用電気研究所 の朝倉
利光教授 を中心 とす る工学チ ームが推進 した(朝 倉利光 、伊福部達(編)rピ ウス ツキ録
音蝋管研究の歩み　 昭和58年　昭和61年』北大応用電気研究所1986年刊)。
「ピウス ツキ蝋管 とアイヌ文化」 と銘打つ札幌 シンポジウムは9月16-20日、北海道大学国
際交 流会 館 で開催 され た(Proceedings of the International Symposium on B.Pilsudski's
Phonographic Records and the Ainu Culture.　Sapporo:Hokkaido　University.1985)。
サハ リン州立 郷土誌博物館 は10月31日一ll月2日、　rB.0.ピルス ツキ ー一 サハ リン諸民
族の研究者」 と題す る国際会議を開催 した。 ピウス ツキ生誕125周年 に当たる最終 日には、
ピウス ツキ に とって 「初の石像」の除幕式が、博物館の前庭で挙行 された。会議の報告書
は以下の通 り。Caxa皿HcK繭06∬acTH磁KpaeBe耶ecKHh　My3eh,五(λ11加oッδoκ罐 一 〃co∬θδo-
8α〃1θ刀6〃岬o∂06σθκα∬〃〃θ(ル1と諺〃2(芋)〃α∬61」4(～κδ1ソ〃卿oδ〃o擁κo〃ψ〔ψ(～〃1μ〃イ.310κ〃z児⑳児一2〃oL躍のL冠
1991a10」κ・〃o-Cαxαπ〃〃6κ).　TT.1-2.10}KHo-CaxaJIHHcK(1992).
ポ ーラン ドで開かれた第3回 会議のテ ーマは 「ブロニス ワフ ・ピウス ツキ と二葉亭四迷」
 ‚Å‚ ‚Á‚½  (A.F. Majewicz and T. Wicherkiewicz (eds.), Bronislaw Pilsudski and Futabatei 
Shimei — An Excellent Charter in the History of Polish Japanese Relations: Materials of the 
Third International Conference on Bronislaw Pilsudski and His Scholarly Heritage [Linguis-
tic and Oriental Studies from Poznarc. Monograph Supplement 7]. Wydawnictwo Naukowe 
Uniwersytetu im. Adama Mickiewicza w Poznaniu. 2001)ŒÃ“sƒNƒ‰ƒNƒt‚©‚ç•Û—{’nƒUƒRa 
パネへ会場を移 し、その後の タ トラ山地へのポス トコングレス ・エ クスカ ーシ ョンも含め
て、8月29日か ら9月7日 までの長丁場 であ った。
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vi　Alfred　F.Majewicz(ed.),The Collected Works of Bronislaw Pilsudski.Vols.1-2(1998),
　　Vol.3(2004)[Trends in Linguistics,　Documen ation　15　1,2,3].　Berlin　a d　New　York:
　　Mouton　de　Gruyter.3巻までが既刊、間 もな く第4巻 が上梓 され、全7巻 を予定 してい
　　 る。
面　 SPb一ア イヌプロ ジェク ト調査 団(編)rロ シア科学 ア カデ ミー人類学民族学博物 館所 蔵
　　ア イヌ資料 目録』(日露英3言 語併記版)東 京:草 風館(1998);ヴラヂス ラフM.ラ テ ィ
　　 シェフ、井上紘一(編)r樺 太 アイヌの民具』(日露英3言 語併記版)札 幌:北 海道 出版企
　　画セ ンター(2002)。
ix　代表的事例 として2誌 を掲げ る。(1)サハ リン州立郷土誌博物館附置 プロニス ワフ ・ピウ
　　ス ツキ遺産研究所の発行す るr研 究所通報』(勿8θ6〃瑚 伽6〃2〃1ッ〃2α〃αo刀θδ鰯 励oκ2κ照8α
　　π媚げ∂6κo～o施1-13.10>KHo-Caxa皿HcK)　1998年に1号 が刊行 され、2009年発行 の13号
　　までが既刊;(2)井 上紘一が1999年に創刊 した欧文誌 一P傭%4ε伽 磁46S砂ρo名o[Sapporo:
　　Slavic　Research　Center,　Hokkaido　University(1999-2002);Saitama:Saitama　University
　　 (2008-2009)]-6号までが既 刊(但 し、3号 以降は澤 田和 彦教授 との共編、 第4号 は未
　　刊)。
x　 ピウス ツキの地球一周を阻んだのは、三国分割下のポ ーラン ドを走 るオ ース トリア とロシ
　　アの国境線であ った。1906年に ヨー1コッパ帰還を果た した ものの、 ロシア帝国に併合 され
　　ていた リ トワニアへの帰郷は、遂に叶わなか った(拙 稿 「ブロニス ワフ ・ピウス ツキの不
　　本意な旅路」45-46頁)。
xiと はい え、昨年 上梓 された ラテ ィシェフ氏に よるピウス ツキ伝rサ ハ リンにおけ るプロニ
　　ス ワフ ・ピウス ツキの生活:伝 記試論』は、「サ ハ リン期(2)」 までを叙 述す る作品であ
　　 るが、最初の本格的な評伝であ る(B∬a耶c∬aB　M.■aTBIIHeB,　Cακαπ〃〃6κ砺 認ω3κb⑫oμ2←
　　6躍α6α1Z蹴ゲ(ツ∂oκ02σ.砂o刀θ20Mθ〃6zκ6〃o弓ραφ〃〃.10)KHo-CaxaJIHHcK:CaxaJIHHcKoe　KHmKHoe　H3一
　　以aTeJIbcTBo.2008)。
xh　2007-2009年度基 盤研究(B)「ブ ロニス ワフ ・ピウス ツキ の評伝執 筆のための実証 的研
　　究」(研究代表者:澤 田和彦 埼玉大学教授)。
x血沢 田和彦 「プロニス ワフ ・ピウス ツキ 日本暦」145頁。「日本暦 」は、澤 田教授が ピウス ツ
　　キの 日本滞在を精査 された結果を取 りま とめた年譜であ るが、記載事項の各 々に 出典が提
　　示 され、参考文 献 も完備 して いる点が高 く評価 され る。 なお、「日本暦」 は増補 ・改訂 版
　　が、 ロシア語版 ・英語版 とともに、澤 田教授の科研報告書に再録 され(澤 田和 彦r幕 末 ・
　　 明治 ・大正期の 日本 とロシアの文化交流に関す る実証的研究』 さいたま:埼 玉大学教養学
　　部 、2007年刊)、 ま た邦 語版 と英 語版 は、 われ わ れ の ホ ームペ ー ジPilsudskiana　de
　　Sapporo(URL:http:〃src-h.slav.hokudai.ac.jp/inoue/TOPF.htm)でも公 開 され て い る。
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　　以下の記載は概 ね 「日本暦」に拠 ってい る。
xiv　ロシア帝国で採用 されていたユ リウス暦の こ と、 ロシア革命後の1918年まで行われた。露
　　暦を西暦へ換算す るには、19世紀で12日、20世紀では13日を、露暦 年の 日付に加算 された
　　い。
xvピ ウス ツキは この函館行を、マ ウカか らコルサ コフへ赴 くための緊急避難措 置 として選 択
　　した。友人の シュテル ンベル グへ宛 てた手紙 に、 この旅 は 「無断 ・無賃(3a営HeM)」の渡
　　航であ った と記 して いるか ら、密航に近い ものであ ったろ う。 したが って、新聞種にな る
　　よ うな こ とは周到に避けたのではなか ろ うか。
xvi拙稿rB.ピ ウス ツキ と北海道:1go3年のアイ ヌ調査を追跡す る」。
xv五サハ リン滞在中の ビウス ツキは1903年頃、ア イヌ女性チ ュフサ ンマ(別 名 シンキ ンチ ョウ
　　も伝 え られてい る)と アイ ヌ式 の結婚 式を挙げ、1男1女 をも うけた。「記事10-12」で
　　紹介 され るよ うに、長男が木村助造、長女は木村(結 婚後は大谷姓)キ ヨであ るが、キ ヨ
　　は この時まだ母の胎 内にいた。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ほんげつちう　　　　　　　　　　　　　　　 にほん
x面 ピウスツキは1906年2月8日、r東京朝 日新 聞』の記者 に 「本 月中[即 ち2月 中]を 日本
　 　 　 けんぎう　 つひや　　　 いち と こぎやう　 ホ　ラント　 かへ　　　　それ　　　ふた へ　 かはふと　　わた　　　　ひきつぐ　　じんしゆがく　　　　けんきう
　　の研究に費し、一度故郷の波蘭に蹄 り、夫より再び樺太に渡 りて引績ぎ人種學上の研究に
　 　 したか
　　從ふ」予定 と語っている(「記事7」)。
)dxシェロシェフスキは自らの旅行記r毛 深い人たちの問で』(1927)のなかで、彼 らは映画
　　撮影機を携えてお り、彼自身が撮影を担当 した と記すものの、撮影対象についての記載は
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ど　じん　　くまおく　　　　まいおどり
　　頗る乏 しい。 この時の記録フィルムは 目下行方不明であるから、「土人の熊送 り、舞踊の
　 　 るゐ　 　くわつどうしやしん　 　さつえい
　　類を活動爲眞に撮影し」た とい う記載(「記事2」)は頗る貴重である。
xx当該期間(1903-1939年)に報道されたピウスツキ関係記事は、収録した12件以外にもあ
　　りうるであろう。関連情報をお持ちの方がおられたら、御一報いただけると幸甚である。
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1.ブロニスワフ ・ピウスツキ に関す る記事
記事1.r北海タイムス』第4811号(1903[明治36]年8,月8日付)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●室蘭船客D
　　(四日出帆 玄海丸)函 館行 札[幌]ピ ーエ、/旭川木下直次郎、函館□田廣三、青薫、渡
口陛■少尉▲青/森行 八角陸軍中尉、早坂陸軍監督、札幌森田最中(五 日入/港 肥後丸)▲
函館より 道聴田村信吉、濠洲三ツタコール、/江差堀内祥治、露國セラセフスキー、 ピルフ
スキー2)▲青森/よ り 道廉伊吹槍治、仲陸軍少尉、札幌城戸熊次郎(全 日出/帆 肥後丸)▲
函館行 小樽田中武右ヱ門、函館新津林太郎、/大串平八郎▲青森行 東京山本粂四郎、福原榮
太郎、札幌口/□縦太郎、中川半三郎、小樽斎藤誠□郎(全 日直行 東海丸)/▲ 青森より 東
京佐藤謙三、小樽柿木實■郎、兵庫小田菊助/吉見定一郎▲青森行 札幌北山一太郎、厚 田佐
藤嘉七(六 日/入港 薩摩[丸])▲函館 より 飯尾海軍少佐、太田海軍大主計、/高瀬根室支
鷹長、小寺御料局技師、東京市崎謙吉、桑田豊/蔵▲青森より 谷村陸軍監督、小倉全監督、
札幌松丸一郎、/手塚□三郎、東京田中原太郎、榊原佐吉(全 日直行 陸奥丸)/▲青森より
道廉淺羽堅三▲青森行 小樽牧 口考明、荒井幸/造、札幌桂宗佐、中川庄口郎、旭川桂恕恵、
東京石黒五十二
記事2.r小樽新聞』第2900号(1903[明治36]年9月17日付)
　　　　　　　　　　　　　　　　　 ●波蘭人の土人研究3)
1)記事 の閲読には北大附 属図書館蔵マ イクロフ ィルム、 ならびに北海道新 聞社 のデ ータベ ース(マ イ クロフィルムに
　 もとつ く電子化情報)を 利 用 したが、作業は 困難 を極 めた。下 線に よる強調箇所以外 は未定稿 である。「口」 は 「空
　 字」か 「解読不能文字」を意味 し、「太字 ・下線」 を用 いての強調は プ†上 による。 なお、以下すべての記事 を通 して、
　 本文中の注記は 「[]」によ り、改 行は 「/」でそれぞれ表示 される。
2)「セ ラセフ スキ ー」 はポ ーラン ドの民族 両心家 ・作家で ある ヴァツワフ ・シ ェロシ ェフスキ(Wadaw　Sieroszewski,
　 1858-1945)、また 「ピル フスキ ー」 はブ ロニスワフ ・ピウス ツキ(Bronislaw　Pilsudski,1866-1918)である。
　 記事中に 「露國」 とあるのは、彼 らが ロシア帝国旅券を携えて来道 し、北海道アイヌの調査に従事 していた ことに よ
　 る。両 名は 日本語通訳の樺太 アイヌ千徳 太郎治 とともに 「肥後丸」 にて函 館を発ち、記事 にある ように1903年8月
　 「五 目」 室蘭港に到着 した。恐 ら くは 口頭 で聴いたボ ーラン ド人の姓 を、 この ようにかな り1卜確 に書 ぎ留 めてある事
　 実には敬意を表 したい。
3)記 事はブ ロニス ワフ ・ピウス ツキ に直接言及 していないが、 アイヌ調査団の ・員であ る 「ウヰスキ ー氏」が1903↑9
　 月15口には札幌 に滞在 していた ことが 、端 な くも確認で きる。 調査団一行3名 は、平取か ら札幌まで も行動 を共 に
　 した と考えるのが 自然である。
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　 ほ一らんど 　 　がい す 　 　 し 　 ほんだう お 　ど じん じやうたいけんきう 　 らいだう
　波蘭 クワル フー〃)街/に住む ウヰスキ ー氏`)は[、]本道 に於け る土人の/状 態研 究 として來道=、]
　 さくじつ さつほろは うへいくわん　　とう　 しゆく　　　　だ うて う　 しゆつとう　　　 の うゑん　　はくふつくわん　 らん　　 ぎ　　　 　ねか　　 い　　　　　　　　　し一昨 日札幌豊 平館 に投/宿 し [、]道廉 に出頭 して農 園、 博物館一 覧の儀/を 願 ひ 出て しが[、]氏
　 ひ だか こく さ りう ち はう 　 おい 　 　 　 　 ど じん 　 くまおく 　 　 まいおどり 　るゐ 　くわつどうしやしん 　 さつえい 　 　 　　 けいたい 　 きた
は 日高國沙流地 方に於/て[、]土人 の熊送 り[、]舞踊の類 を活動鳥眞 に撮 影/し[、]携帯 し來 りた
　 よし
る由
記事3.r函館公論』第1079号(1903[明治36]年9,月17日付)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●人
▲本田康虎氏(二 十銀行監査役)は 一昨日青/森へ赴 く/▲竹村利三郎氏(法 學博士)は 一昨
日室蘭 よ/り來画/▲ 山田敬哉氏(憲 兵曹長)同 上/▲林忠夫氏(憲 兵大佐)同 上/▲薬師川
常義(憲 兵大尉)同 上/▲池中弼徳(憲 兵大尉)同 上/▲ピシスー トシキイ氏(露國人)同 上の
記事4.r函館公論』第1080号(1903[明治36]年9月18日付)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●人
▲林忠夫氏(憲 兵大佐)來 函中の庭昨日青森/へ 向け出獲せ り/▲薬師川常義(憲 兵大尉)同
上/▲山田敬哉氏(憲 兵曹長)同 上/▲ハールス氏(米 国人)は 昨日青森へ行 く/▲森信夫氏
(北海道廉技手)は 昨日釧路へ赴/く/▲松永工氏(同 技手)同 上/▲デレツク氏(米 国人)昨
4)こ の地 名は恐 ら くポ ーラン ドの古都 クラクフ(Krak6w/Cracow/Krakau)を指す ものであ ろ う。 「クワルフー」 と
　 は、 とりわけ母音の平灰が よく合 うか らである。その当時、シ ェロシ ェフスキはクラクフに も在住 し、 ピウスツキは
　 樺 太に滞在中であ った。
5)「ウヰスキ ー氏」な る人物 には、調査 団長のシ ェロシェフスキ以 外を措 定する ことがで きない。彼は ピウスツキ、千
　 徳太郎治 とともに函館 ・白老 ・平取 と行脚 を続 ける も、 日露 関係 が とみに険悪 化 して きた(3人 はいずれ もロシア
　 国籍で あ った)た め調査の 中断を余儀 な くされ 、札幌 を経 由 して函館 に戻 り、 それ ぞれの地元 へ 向けて出 国 した
　 　(Sieroszewski,驚764んos〃2の酌1%4g窮拙稿rB.ビウスツキ と北海道:1903年のアイヌ調査 を追跡 する」)。なお、
　 　ビウス ツキ とシ ェロシ ェフス キの札幌滞 在につ いては、 ジ ョン ・バチ ェラー も日付抜 きなが ら記録 を残 して いる
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 にちこ　モ　　　ロ　　ばこだて　　まゐ
　 　(rジヨン、 バチラー 白叙 傳』20章3「珍客來 たる」)。バチ ェラーは、両 名が 「二 「、1三日此庭 に居て函館へ 参 りま し
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 しばりくとま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ　　　ふたり
　 た」 と語 り、 ビウスツキは 自宅に 「少時泊 りま した」 と述べ、また彼 らの札幌出発に際 しては 「此の二人」を駅頭ま
　 で見送 ってい る(同 書289頁)。ところでピウスツキは9刀15日に函館へ帰着 する(「記事3」)か ら、両名 は遅 くと
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 さくじつ
　 　も同 日早朝には、(本記事が シェロシェフス キの豊平館投 宿を 「 一昨 日」、 つま り9月15日と報 じてい るに も拘 らず)
　 離札せねばな らなか ったであろ う。 「投宿」は 「14ロチ ェックイン、15口朝 チ ェックアウ ト」 と解すべ きで あろ うか。
　 いずれにせ よ、調査団一行の札幌入 りも、9月12日頃に想定せねばなるまい。
6)プ ロニスワフ ・ピウスツキの筈であ る。 「太字 ・卜線 」での強調 は井上 に よる。彼 は室蘭か ら函館へ 「一 昨 目」、即
　 ち1903年9月15日到着 と記載 されて いる点が注 目され る。なお、近刊書r函 館市 史　年表編』(2008)には1司年 「9
　 月15日」の項 に、「民族学者 ピウスツキが来函する」(279貞)と記載 されている。
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日室蘭より來函/▲セロシユフンギ氏(露 國人)は 昨日室蘭よ/り來函7)/▲櫻井常太郎(仁 壽
生命保険株式会社員/)同上
記事5.『 北海 タイムス』第5533号(1906年[明治39]1月10日付)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ●浦汐 よ り二人の珍客
　 さいぎん　　びんせん　　　　　うらじほすとつく　　　　　 らいてう　　　　　　　にん　　ちんかく　　　　　　その　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い
　最近の便船8〕にて浦汐斯徳 よ/り 來 朝 した る二人 の珍客あ り 「.]其一 は ビル ドスキ ー9)/と言
　 　 ぽ一らんどじん 　 　 　 　 さい 　ときこく じ はん 　 た 　 　 し へ り あ 　 はうりう 　 　 　 おほ 　 　じつげつ 　 し へ り あ
ひL、」波 蘭人に して十九歳の時 國事 犯の爲 め/西 比利亜 に放流 されL、」多 くの 日月を西比利亜L、」
[か]むさつ か　　　　　　　　　　とう　　お　　　　うち　　ぶんがく　　そ やう　　　　　　　 も　　　　　　　　　　　ご　　けんきう　 こΣう　　　すこぶ
勘/察 加'ω[、]サガ レン等に送 くる内[、]文學の素養あ りしを以/つ て アイヌ語の研究 を試み[、]頗
　 ざうけい　　　　ところ　　　　　　　　 そ　　ちよじゆつ　　ふ ところ　　　　　らいて う　　　　　 にほん　　　おい　　　こ　　　　　　いんさつ　　　ふ
る造 詣す る所 あ り[。]/其の著述11)を懐 に して來朝 し[、]日本 に於て 之れ を/印 刷 に付 して[、]
にほん　　 がくしや　　とも　　 こ　　　　 けんきう　　　　　　　 ほつ　　　　よし　　　ま　　　そ　　　　 にん　　　　　　　　　　　　　　しよう　　　　うらじほ
日本の學者 と共 に之れ を研究せ ん/と 欲 する由[.]又た其の一人 はマ トヱ エフ12)と稻 し[、]浦汐/
およ　　　　　　　　　　　　　　　ひさ　　　　いぜん　　　　しんぶん し　　はつかう　　　　　　　　　　　せんさうちう　　ちう　し　　　　　こんくわいさいかん
及 びニコ リス クにて久 しき以前 よ り新聞紙 を護 行/し たるが 「」戦 争中は 中⊥Lし「、]今回再 刊を
こLう　　　　　 つ　　　　　　　にほん　　　しやしん そ　　　た　　 ざいれう　　 しうしふ　　　　あは　　　　いんさつ　　　 せつ び　　　　　にほん　　 おい　 　と」の
試むるに付/き[、]日本の爲眞其の他の材料を蒐集 し[、]併せて印刷/の設備をも日本に於て整
　 　 　 た　　らいてう　　　　　よし　　　　　　　どう し　　はこだて　　　　う　　　　　　ひじやう　　にほん すうはいしや　　　　　　　かいせんぜん ろ
ふる爲め來朝 したる由に/て 「.]同氏は函館にて生まれ 「」非常の日本崇拝者にて 「」/開職前露
こく　 きよくとうせいさく　 はんたい　　　　　こ　　　　　た　　 はつ　　かうてい し　　 や く　 かLう」　　　　　　　　　　　　　　　さい　　　　　　　　 い
國の極東政策に反封しL、」之れが爲め獲/行停止の厄を蒙むりたることも一再ならず と云ふ
7)間 違いな くシェロシェフス キである。 彼はピウスツキに二 日遅れて 「1903年9刀17日」、 やは り室蘭 か ら函館着 と報
　　 じられてい る。遅延 の経緯 は不 詳。「太字 ・下線」での強調は井上 による。 往路同様、千徳 太郎治 に対 する言 及はな
　　いが、恐 ら くは ピウスツキに同行 した もの と推測 され る。r函館市史　年表編』は 同項 に 「17口、 同じ く民俗 「,i。1学
　　者セロシ ェフスキが来函する」(279頁)」と併記 してい る。
8)こ の 「便船」がいつ、 目本の どこに入港 したのかは今なお不詳である。 ピウス ツキは友人のニ コライ ・マ トヴ ェイ ェ
　　フ、その11歳の娘 ゾーヤ とともに、 日露戦争終結後 に 日木へ向か うロシア船 で浦塩をあ とに した。 ロシア資料 に よ
　　る と、彼 らの出国をめ ぐっては1905f「11月末(露 暦)、12月4日(露暦 　グレゴリウス暦では 同17日)の両説がある
　　 (沢田和彦 「プロニ スワフ ・ピウスツキ ロ本暦」151頁)。ゾーヤの来 口は重篤 な脚部疾患 の治療 が 目的で あ り、事実、
　　福岡医科 大学病院 に入院 して手術 を受けている(前 掲論文154頁、「記事6」 も参照)。してみ る と、彼 らは何を措 い
　　て もまず福 岡へ直行 したのではなかろ うか。 その観点か ら上陸港を絞 ってゆ くと、浦塩か ら至近 とい う意 味では敦賀、
　　そ して福 岡に至近の門司の2港 に落ち着 く。 その際 『馬關毎 日新 聞』が 「浦噛 よりの珍客」 と題 し、本 記事 とほぼ
　　同 ・内容の 「記事6」 を 同 じ10日付で報 じたのは示 唆的であ る。 ピウスツキは1906年「1月7日 頃」東京 に姿 を現
　　 して、二葉亭四迷を訪ねている(前 掲論文152頁)。
9)ブ ロニス ワフ ・ピウスツキ。
10)ピウスツキが シベ リアやカムチ ャツカに滞在 した事実 はない。取材者の聴 き違 いで あろ う。
11)この 「(露文)著 述」 は、上田将に よって 日本語 に翻訳 され、京哨 日報 社の月刊誌 に発表 された(ビ ル ドスキー 「樺
　　太アイ ヌの状態」r世界』1906年7、8月号所収)。この論文 は、 ビウスツキに よるアイ ヌ研究の処女作であ る。「著
　　述」の露文原稿は1907年に浦塩で公刊 された。
12)ニコライ ・ペ ト1コヴィチ ・マ トヴェイ ェフ(HHKo∬揃HeTpoBHq　MaTBeeB,1865-1941)。ニコライ ・アムールス
　　キ ー とい う筆 名の詩人で もあった。 日木で牛 まれ た最初 の1コシア人 といわれ、 ロシア革 命後 の1919年には 日木 へ 亡
　　命、神戸で生涯を終えた。
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記事6.r馬 關毎 日新 聞』第4439号(1906年[明治39]1,月10日付)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●浦睡 よ りの珍客13)
　 さいきん　　びんせん　　　　　　　　　　　　　　　らいてう　　　　　　　　　　　　 ちんかく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しやう
　最近の便船 にて浦盤斯徳 よ り來朝 したる二/人 の珍客あ り』]其一 は ピル ドスキ ー'4)と稻 し[、]　　　　　　　　　　
さ、、　 　 こくじ甑ざ、　 　 　 　 　 　 　 葡りう　 　 一τ、まここ
波/蘭 人 に して十九歳 の とき國事 犯罪の爲 め西/比 利亜 に放流 され 「」今弦 に三 十九歳 の春 を
むか　　　　　　　おほ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おく　　うち　　かね　　ぶんがく　　 そ やう
迎/へL」 多 くの 日月を西比利亜L、」勘奈[?]察 加L、」サガ レン/等 に送 る中L、」豫 て文 學の素養
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ご　　　けんきう　　　　　　　　　　　　 ざうけい　　　　　　　　　　　　　　　　　　そのちよLゆつ
ある者なりけれ/ばアイヌ語の研究を試み 「」頗る造詣する所あ/り 「。]今ま其著述を懐にして
らいてう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 いんさつ　　　　　　　　　　　　　　か くしや　　とも　　　こ　　　　 けんきう　　　　　　　 ほつ
來朝 し ・はL、」日本に/於 て 印刷 に付 しL、」日本の學者 と共に之れ を研 究/せ ん と欲す る もの ・
よし　　　げん こ が く　　　こ ぶつが くしや　　　　いうえき　　　　　　　　　　　　ふか　　　じ しん　　　　　　　　　　　　　　　また
由[、]言語學 、古物學者 に/有 益 の ものたるは深 く自信す る所 な りと[.]又/其一人は マイエエ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ひさ　　　　い ぜん　　　　　　　　　　はつかう　　　　　　　　　　 せんさうちう　　ちう
フ15)と稻 し[、]浦盤及 びニ コリ/ス クにて久 しき以前 よ り新聞紙を獲行 した/る が[、]戦争中は中
し　　　　　こんくわいさいかん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しやしんその た　　ざいれう　　しうしふ　　　　あは　　　　　　　　　　　せつ び
止 し[、]今回再刊 を試 むるに就/き[、]日本 の爲 眞其他の材料 を蒐集 し[、]併せて印/刷 の設備 を
　 　 　 　 　 　 　 とLの　　　　　　　らいてう　　　　　　　　　　　　　ちなみ　　　　　　　　　　　　　はこだて　　うま　　　　　　　　　　　　　　しばしば
も 日本 に於 て整ふ る爲 め來 朝せ/し な りと 「.]因にマイエ エフは函館に生れ たる/に て 「、]敷次
たうらい　　　　　　　　　にほんすうはいしや　　　　　　　　　　　　　　　　　きよくとうせいさく　 はんたい　　　　　　　　　　はつかう　 てい し
到來 し[、]非常の 日本 崇拝者 に して[、]開/戦前露國の極東政策 に反封 し[、]之が爲め獲行/停 止
　 やく　　　　　　　　　　　　　　　さい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ともな　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にふゐん
の厄 を蒙 りたる こと一 再な らず 「。]今回は令/嬢 を も伴 ひ來た り「、一福 岡病 院に入院せ しめ 「」日
　 　 　 　 　 しゆじゆつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぜんしや　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とうしゆく　　　　 こうしや
本/博 士の手術 を受 け しめつ ・あ りと'6)L.」前者はセ ン/ト ラルホテル17)に投宿 しL」後者 は長崎
　 　 　 　 　 れい じやう　ぜん ち 　 　 　 　とも
に在 り「、]令/嬢の全治 を待 て共 に上京すべ しと18)
13)当該記事は、「見出 し」 に小異 が、そ して 内容 に も若干の異 同が認 め られ るものの、 「記事5」 と同一の情報源 に も
　 　とつ くもので ある。本記事 では 「記事5」 との対比で 、内容に違 いは ないが記 載を異 にす る箇 所を 「太字 ・一重 下
　 　線」で示 し、「新規 」記載には 「太字 ・二重 ド線」 が施 してあ る。両記事 を仔細に検討す る と、「記 事6」 の方 が詳
　 　細で、 より推敲 された文章 との印象が強い。 しか し両記事が、片や北海道の札幌、片やは木州南端の下関か ら、同 日
　 　付で報 じられ ている事実 を勘案す る と、「記 事6」 は 「原」情報 とい うより、「当面は未発見 」の原情報 によ り近い
　 　ヴ ァージ ョン と見倣すべ きであろ う。想像を逞 しうす るならば、情報提供 者は、「1月7口 頃」以降在京 したプロニ
　 　スワフ ・ビウス ツキにほかな らず、 しか も原情報は、ひ ょっとする と二葉亭四迷 とい う達意の通訳を介 して、東京で
　 　成立 したイ ンタヴューの所産では なか ったろ うか(脚 注8、15、17、18も参 照)。この推論 に対 して澤 田和 彦埼玉大
　 　学教授に コメ ン トを求めた ところ、二葉亭が通訳を務めた ことも含めて 「同意で きない」 との回答があ った。
14)プロニス ワフ ・ビウス ツキ。「記事5」 の 「ビル ドスキ ー」 よ り正確であ る。
15)ニコライ ・マ トヴ ェイ ェフ。原情報では、恐 ら く 「記事5」 の通 り 「マ トヱ エフ」 であ ったろ う。 この誤記は、「記
　 　事6」 がマ トヴェイェフ本 人に対す る直接取材の所産でなか った ことを強 く示唆す る。
16)この 「新規」 記載 は、 あるいは ド関にて挿入 され たのか も知れ ない。
17)ピウス ツキは1905年12月末か翌6年1月 初句、「東京築地」の 「セン トラルホテル」に止宿 した ことが判明 している
　 　(沢田 「プロニスワフ ・ピウスツキ ロ本暦」151-152頁)。
18)文脈 か ら推 して 「前者」は ピウスツキで 、「後者」 はマ トヴェイ ェフの筈である。マ トヴェイェフが ゾーヤの退院後
　 　に 「上京すべ しと」 と、伝聞体で結ばれている件のひ とつの解 釈 として、長崎に滞 在のマ トヴ ェイ ェフが情報提供者
　 　ではなか った こと、な らびに在京の ピウスツキが取材 された可能性、を措 定する ことも許され よう。
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記事7.r東 京朝 日新 聞』第7000号(1906[明治39]年2,月8日付)
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ろこくじんるいがくしや
　　　　　　　　　　　　　　　　　●露国人類學者
　 じんるいがくじやうひ かくけんきう　 　た 　　こんくわいらいてう　 　 　 　　ろ 　　こくじん 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 し 　 　たい 　 　 　　り くわだいが くじんるゐ
　人類學上比較研究の爲め今回來朝したる露/國人ピル ドウスキー19氏に到 し[、]理科大學人類/
かくけうしつ　　　　　　しゆ じゆ　　けん ぎう　　へん ぎ　　 あた　　　　　　　　　 さいさくじつ　　どうけ うしつ　　とり ゐ りうぞ う　し　　　　　　きた と しま　 こほり
學教室にても種々に研究の便宜を與へら/れ 「」再昨日は同教室の鳥居龍藏氏をして北豊島/郡
にし　　 はら　　 かいつか　　 あんない　　　　　　　　　 しゆじゆ　　　　　ギ　き　　　　　は へん　　 せき　き　とう　　 へうめんさいしふ　　こ へろ
西 ケ原 の貝塚 へ案 内せ しめL、」種 々な る土器/の 破 片、石器等 の表面採集 を試 み られた りL.」/
し　　　　　　ねつしん　　　　　　　　　けんぎうしゃ　　　　にん　　　　　　　 ひ こと　　ふ　か　　 こつとうてん　　めく　　けんぎうざいれう　　 ぽ　　しうちう
氏はまた熱心なるアイヌ研究者の一人にし/て日毎に府下の骨董店を廻 り研究材料を募/集中
　 　 　 　 とう し　　 にほん　　せぎ き　しだいしゆぞく　　　　　　　　　　ふ きん　　せき き　し だいしゆぞく　　　 きん し　　てんゲくな
なるがL」同氏は日本の石器時代種族 とア/ム ール附近の石器時代種族 とは近似の黒占少/か ら
　 　 また にほん　　　　　　せきふ　　 らい　　をの　　　　　　　　　ごと　　　　　　　　　か りう　　　　　　　　　　　　　　　　　　どう　 やう
ず[、]又日本にて も石 斧 を雷 の斧 といふが/如 くアム ール下流 のギ リヤ ーク種族 に も同/様 の
しようこ　　 　　　　　　　　　　　 なほとう　し　　 ほんげつちう　　 に　　ほん　　けんきう　 つひや　　　　いち ど　こきやう　 ポ　ランド　 かへ　　　　それ
構呼 あ りといへ り[。]尚同氏は本月 中を 日/本 の研究 に費 し[、]一度 故郷の波蘭 に蹄 り、夫 よ/
　 ふたへ　 かばふと　　 わた　　　　ひきつ ぐ　　 じんしゆかく　　　　けんきう　　　 したか　　はす　　　　　　　　ちなみ　　 し　　　　　　 さい　　 とき　　こく じ
り再び樺太に渡 りて引績 き人種學上の研究/に 從ふ筈な りと[.]因に氏は十八歳の時に國事/
はんにん　　　　　 いうしう　　　　　　　　　　ねん　　のちかはふと　　 お　　　　　　　　　　　　　　じいう　　　　しうじん　　　　　　　　　ねんかん
犯人 として幽囚せられ 「」九年の後樺太に逐は/れて より「」自由ある囚人 として十二年間を
とう　　ち　　 お く　　 　　そのあいだ　 かんしゆつき　　　 かばふとない ち およ　　こく　 りうかうはん　　へんれき
同/地 に送 り[、]其問は看守附にて樺太 内地及び黒/龍 江畔 を遍歴 してアイヌ、ギ リヤ ーク、オ
　 　 　 　 とう　　けんキう　　じう　じ　　　ゐ　　　　ひと
/ロツコ等の研究に從事 し居たる人なり
記事8.r報 知新 聞』第10384号(1906[明治39]年3月9日 付)
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　にほん ふ じん　　けんきう
　　　　　　　　　　　　　　　　 ●日本婦人の研究
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ポ　ランドじん　　　　　　　　　　　　　し
　　　　　　　　　　　　　　　(波蘭人 ピルス ドスキー氏)
　 もくか らいゆうちう　　　 ポ　ラントしん　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　　　せんしやう　くわうえい　　なが　　せい し　　　　　　　　　　わがくに
　 目下來遊 中 なる波 蘭人 ピルス ドスキ ー20)氏/は[、]戦勝の光榮 を永 く青 史 に と ゴめ て我邦/
めいしやういうそつ　 　はエ　 　　 　にほん　ふ じん 　　けんきう　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 さくこんおも　　 　　ふ しんけういく か その た　　 　つ　　 しゆ　 　じゆ
名將勇卒の母なる日本婦人の研究をなさ/ん とて[、]昨今重なる婦人教育家其他に就 き種/々
しつ もん 　　　ところ　　　 　　 いまは うちよ し　　 　し　　 　　もんたふ　 　　　え　　 　　 　　　 　き　　 こオり　 　てぎ エ　　 　　 　　　 　　 　　おうしうかくこ く
質問す る所あ り「.]今某 女史 と氏 との問答を/得 たれば 「」左 に之を摘記 せんに 「、]問「欧州各國/
　 なんによ ひ かくわりあひ　　　　　お ヒよそをとこ　　にん　　たい　　をんな　　　　　にん　　しめ　　　　　　　きんらいだん し ちう　　　かくじゆつけんきう　　 た
の男女 比較割合 はL、」大約男百 人に封 し女百一/人 を示 してL、」近來男子 中L、」學術研究 の爲 め
もし　　　　　 た　　　り いう　　 た　　　　　とくしんせいくわつ　　な　　 ものひじヤう　　　 ぞう か　 　　　　　したが　　　 ちよ し　 　 はい くうしヤ　　 ゑ かた
若 く/は他の理由の爲め 「、]猫身生活を爲す者非常に/増加せ り、随つて女子が配偶者を得難 く
　 　 　 　 も　やう　　　　　　　 き こく　　　　　　　さ　やう　　けいかう　　　　　　　　　　　　　　　　　わがくに　　いま　　　さ ほと　　こと　　　な　　　やう
な/れる模様な り[.]貴國にては左様の傾向はなき/か].]答「我邦は未だ左程の事は無 き様な
　 　 　 　 ねんねんなんによけつこんねんれい　　おそ　　　　　　　　　　とうけい　　しめ　　　ところ　　　　　　　　　　しか　　　　これ らわか　　 み こん
るも[、]/年々 男女 結婚 年齢の遅 くなれるは統計の示/す 所な り[」.]問「然 らば此等若 き未婚 の
ふ じん　　　なん ら　　　じげう　　　　じう じ　　　　　　　　　　　　しか　　　　せいくわつもん　 だい　　くわん　　　　　いな　　　かエは　　　　　 わか
婦人は/何 等 の事 業にか從事す るや].]答「然 り[」生活問/題 に關する と否 とに係 らず[」若 き
ふ じん 　もつば 　 　どくりつ じくわつ 　 みち 　 つ 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 ばん 　 す うせい 　 　 　 　 ごと 　 　 　 　 　　 き こく　 おい 　 かつ
婦人が專 ら/猫 立 自活の途 に就 かん とす るは[、]一般 の趨勢/な るが如 し[」.]問「貴國 に於 て嘗
はなはたいや　　　　　　　　　　　　　ゑ　た　ひ にん　ら　　　かいぎふ　　むか　　　　　　　　い　か　　　とり　 あつか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わがくに
て甚 賎 しま/れ た る臓 多非 人等 の階級 に向つて 「」如何 に取/扱 はれつ 玉あ りや 「」.1答「我國に
あいこくふじんくわい　　　　　　だんたい　　　　　　　か　　　　　げいしや　　　　　　　しうげふ ふ　ら　　なん ら　　　　　えん　　　　　こ　　　だんたい　　なか ま　い
愛国婦人會な/る團体ありL.」嘗つて藝者 といふ醜業婦等/何等かの縁にて此の團体に仲間入 り
　 　 こと　　 のち　　　 いた　　　　くわいいんら　　 し　　ところ　 　　　　　　 こエ　　　　もんだい　　　 おこ　 　　　　　こと　　　　　　　　　　 ゑ　た しん
せ し事 「、1後に/至 りて會員等の知 る所 とな り「」袈に、問題の/起 りた る事 あ りしも 「、]繊多新
19)プ ロ ニ ス ワ フ ・ピ ウ ス ツキ 。
20)プ ロ ニ ス ワ フ ・ピ ウ ス ツキ 。
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へいなん　　　か エ　　 もんだい　　　　おこ　　　　　　　みみ　　　　　　　　　　　　　　　かん　こ　 ふ　　　　　　　　　　　　　　　ふ　じん　　　おほ　　　　　　　　なん　　　もくてぎ
平民の斯 る問題/の 起 りしを耳にせず[」。]問「看護 婦 とな らるx/婦 人の多 くは[、=何の 目的 に
もとつ　 　　　　 　　　　おほ　 　　　　せいくわつもんたい　　　 　　　　　 　　　　 　　　　　 ぎ こく　　せいねんちよせい　　　 この　 　　　い　か　　　　 しゆるゐ
基 くか[」.]答「多 くは/生 活問題 よ りな るべ し[」.]問「貴 國の青年 女性/は 好 んで如何 な る種類
　 しよ　　あい どく　　　　　　　　　　　　　　　ま　　　ぶんがくしよ　　　　　　　　　　　　　　　じやうりうか りういつ　　　　　 しやくわい　　ふ じん　　　み こんしや
の書 を愛讃す るや[」.]答/「先ず文學書 なるべ し[」。]問「上流下流何れの/社 會 の婦人 に未婚者
おほ　　　　　　　　　　　 じやうりうちうりう　　　 せいくわつなん　　 とほ　　　た　　　　　　か りう　　　　　　 けつこんなんおほ　　　　　　　　　　したが　　　　み こん しや
多きか 「」.]答「上流 中流 は/生 活難に遠 き為め 「、]下流 よ りも結婚難 多か ら/ず 「、1随つて未婚者
　 すくな　 　 　ごと　 　 　 　 　 うんぬん　 　かくの こをく し　 　 　 しよしゆ　 　しつもん 　　はな　 　 　 　 　 　にほん　 　 ふ じん 　 　た はうめん 　 　 　 　 くわんさつ
も少 きが如 しLI」、 云々L.」如 此 氏/は 諸種 の質問 を放 つてL、」日本 の婦 人 を多方面/よ り観 察
けん ぎう　 　　 　　 　　 　 　　 なほエんじつ 　　ばうばう ら　　 　　 　　 　ちよ し　　くわいけん　　や く
研究 しつ Σあ り「.]尚本 日も某 々等二/三 の女 史 と會見 の約 あ りと
記事9.r北海 タイムス』第5592号(1906[明治39]年3,月20日付)
　　　　　　　　　　　　　　　　 ●外人の日本婦人研究
　 きゃうばしくぎん ざ どほ　　　　ちやうめやうしゆてんはこだて や かた　　　　　　　　　　　　じん　　　　　　　　　　　　　　　　い
　京橋匿銀座 通 り二丁 目洋酒店函 館屋方 にポ ー/ラ ン ド人 ビル ス ドス キ ー21)と云へ るあ り[.]
たいさやうちう　　もくてき　 　　 　にほん　ふ じん　 　けんさドうコ　 　　 　 　　 　　 　　 　てう や　 　さいえん ぎ ちよ　 　 　 はうもん　 　 　 つぎ　　こと　 　しつもん
滞京中の目的/は 日本婦人の 研究 にあ りとて 「」朝野の才媛貴女を/訪問 して次の如 く質問
　 こころ
を 試 みつ 玉あり
　　　　▲日本婦人が政府に向つて参政灌を要求す/るに金りし眞意▲世界各國の婦人に比して日/本婦
　　　人の優美なる理由▲目本婦人の結婚感/想▲日本婦人の職業問題に於ける意見▲-/般婦人の繊多
　　　又は非人に封する感情及び所/爲▲非人及び臓多社會の婦人の現状▲現/今日本婦人の教育程度に
　　　關しての意見
　 その た か うせんちう　　 にほん 　ふ じん くわつ どう　 　じつきやう　 　 ふ じんかい　 　　ばん　 　りうかう　　 　 そ くやうとう　　 　 　 　 て う さ　 　 うへ
　其他交戦中の 日本婦人 活動 の 實況 、婦人界一/般 に流行する俗謡等にて[、]調査の上は、
かくふ じん 　 　 　　きエと　 　 　 　 　 　 　　そ　うコがふ 　 　 　 　 　 こ　 ちよしよ　 　 　 　 　 　 　 　 もつ　 　 せ かい 　はつへう　 　 はダ
各婦人 よ り/聞取 りたる ものを 綜合 して、一個 の著書 と[な?]し[、]以て/世 界 に護表 す る筈
な りと
21)ブ ロ ニス ワ フ ・ピ ウス ツキ 。
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